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バ
ス
事
業
は
、
通
勤
や
通
学
、
通
院
な
ど
地
域
住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
日
常
生
活
上
、
重
要
な
公
共
性
を
帯

び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
と
い
う
立
場
上
、
採
算
性
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
家
用
車

の
普
及
な
ど
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
、
路
線
が
段
々
と
廃
止
さ
れ
る
中
、
洲
本
市
で
は
、
バ
ス
事
業
社
に
補

助
金
を
出
す
な
ど
し
て
、
路
線
の
確
保
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
路
線
バ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
望
ま
れ
て
い
る
か
？
を
、
昨
年
十
二
月
に
旧
の
洲
本
市
と
五
色
町
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
洲
本
市
に
お
け
る
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
、
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※調査対象者…16歳以上の住民を住民基本台
　　　　　　　帳から無作為に抽出しました。

洲本地域
6,000人

6,000票
2,575票
42.9％

五色地域
1,500人

1,500票
776票
51.7％

　　郵送配布・郵送回収
平成１７年１２月３日（土）
　　　～１２月１６日（金）

調査対象者※ 
調査方法

調査期間

回収状況
　　配布数
　　回収数
　　回収率

※１位、２位、３位とは、回答された割合の最も
　高かった項目の順番のことです。以下同様です。

性別
年齢
　１位
　２位
　３位
職業
　１位
　２位
　３位
保有している乗り物
　１位
　２位
　３位

洲本地域
男：36.3％　女：61.8％

50歳代：20.9％
60歳代：19.1％
70歳代：16.8％

無職：27.0％
会社員・団体職員：17.5％
家事専業：15.3％

自動車：62.0％
自転車：53.9％

自動二輪車・原付：18.6％

五色地域
男：40.3％　女：57.9％

60歳代：20.4％
70歳代：19.3％
50歳代：18.3％

無職：19.3％
家事専業：16.4％
会社員・団体職員：14.3％

自動車：71.4％
自転車：32.2％

自動二輪車・原付：19.6％
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　住民の皆さんの外出行動を調べますと、主な外出先では、洲本地域、五色地域ともに「買い物」が約７割と最
も多く、次いで「銀行・郵便局」、「医療機関」、「通勤・通学」といった外出先が続いています。
　外出先への主な交通手段では、「自動車（自分で運転）」が５割以上を占めて最も多く、「自転車」、「自動
車（送迎を受ける）」が続いています。一方、「路線バス（高速バスは除く）」は一割に満たない利用率となっ
ています。
　外出時間では、出発時間は８時が最も多く、帰宅時間では午後６時、そして外出時間では２～３時間が最も多
い結果となりました。

※「運賃を下げてほしい」は、五色地域のアンケートのみに加えられた選択肢です。 
　（洲本地域でのアンケートにはその選択肢はありません）

　住民の皆さんの路線バスの利用状況を調べますと、７５％以上の人が「全く利用していない」ことが
分かりました。バスを利用しない理由として、「ほかに交通手段があり、バスを利用しなくて良いから」
が７割以上と圧倒的に多く、バス停が無いことや運行本数が少ないという理由は一割程度でした。
　一方、路線バスに望むことでは「利用しないのでわからない」が最も多いものの、五色地域では２６
％の方が「運賃を下げてほしい※」と回答し、洲本地域では、一時間に２本程度のバスの増便を望む声
も聞かれました。

主な外出先（複数回答／３つまで）
　　１位
　　２位
　　３位
　　４位
主な交通手段（複数回答／２つまで）
　　１位
　　２位
　　３位
　　参考
誰に送迎してもらっているか
　　１位
　　２位
外出する時間帯／出発時間
　　１位
　　２位
外出する時間帯／帰宅時間
　　１位
　　２位
外出する時間帯／外出時間
　　１位
　　２位

洲本地域

買い物：76.0％
銀行・郵便局：37.0％
医療機関：36.8％
通勤・通学：33.1％

自動車（自分で運転）：54.3％
自転車：31.3％

自動車（送迎を受ける）：20.4％
路線バス（高速バスは除く）：6.3％

家族：85.2％
友人・隣人：5.3％

　８時：20.0％
１０時：20.0％

１８時：13.6％
１７時：11.2％

　２～　３時間：26.3％
１０～１１時間：14.2％

五色地域

買い物：68.2％
銀行・郵便局：40.3％
通勤・通学：35.4％
医療機関：32.9％

自動車（自分で運転）：67.7％
自動車（送迎を受ける）：21.9％

自転車：11.1％
路線バス（高速バスは除く）：9.4％

家族：80.0％
友人・隣人：5.3％

　８時：20.1％
１０時：17.5％

１８時：15.3％
１７時：12.1％

　２～　３時間：20.1％
１０～１１時間：16.6％

バスの利用状況
全く利用しない理由

　 １位

　 ２位

バス停までの徒歩時間

路線バスに望むこと（複数回答／いくつでも）
　 １位
　 ２位
　 ３位
　 朝夕の便数
　 日中の便数
　 始発の時間帯
　 最終の時間帯

　　　　　洲　本　地　域
全く利用していない：78.7％　月１，２回：8.9％

他に交通手段（車・バイク・自転車・徒歩）が
あり、バスを利用しなくて良いから：73.4％
利用しようと思うが近くにバス停がない：12.1％
５分以内：26.4％　６～１０分：23.4％
１１～１５分：10.6％

利用していないのでわからない：48.4％
特に希望することはない：14.3％
日中の便数を増やしてほしい：11.8％
１時間に１本：14.4％　１時間に２本：45.3％
１時間に１本：17.5％　１時間に２本：51.8％
５時台前半：23.4％　６時台前半：39.0％
２１時台前半：7.6％　２１時台後半：47.5％

　　　　　五　色　地　域
全く利用していない：76.3％　月１，２回：9.7％

他に交通手段（車・バイク・自転車・徒歩）が 
あり、バスを利用しなくて良いから：74.8％
近くにバス停があるが、運行本数が少ないから：6.4％
５分以内：37.8％　６～１０分：26.9％
１１～１５分：11.9％

利用していないのでわからない：33.6％
運賃を下げてほしい：26.4％※
朝夕の便数を増やしてほしい：22.7％
１時間に１本：38.6％　１時間に２本：33.5％
１時間に１本：60.2％　１時間に２本：24.8％
５時台前半：26.9％　６時台前半：23.1％
２１時台前半：18.4％　２１時台後半：39.8％
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夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

※コミュニティバスに期待しない理由は、バス運行の意向において「バスは必要ない」と回答した人のみに答えて
　いただいた設問です。
※いきたい目的地から以下の設問は、「バスは必要ない」と回答した人は対象外です。（回答していただいており
　ません）
※目的地、利用頻度、利用日は、「家の近くをコミュニティバスが通るとしたら…」という前提のもと、お答えい
　ただいています。

　住民の皆さんにコミュニティバスに対する意見をお聞きしますと、運行の意向では「実現してほしい」
が５割を越える結果となりました。一方、「バスは必要ない」と回答された人にその理由をお聞きす
ると「自家用自動車のほうが便利だから」が５割を越える結果となりました。
　コミュニティバスが家の近くを通る場合、行きたい目的地では、「医療機関」、「買い物」が高い
結果となり、またその際のバスの利用頻度は「週に２～３回」が最も多く、利用日は「平日・休日両方」
が５割を越えています。一方、バスの運行間隔では、洲本地域と五色地域で若干差が見られるものの、
最低「６０分ごとに１本」は望まれていること、料金では、「２００円まで」と「３００円まで」が
６割を越える結果となりました。

バス運行の意向

コミュニティバスに期待しない理由（複数回答／３つまで）
　　１位
　　２位
行きたい目的地
（複数回答／いくつでも）

バスの利用頻度

バスの利用日

バスの運行間隔

車両に望むこと
（複数回答／２つまで）

バスの料金

洲　本　地　域
バスは必要ない：27.5％
実現してほしい：52.0％

自家用自動車の方が便利だから：54.9％
多くの人が利用するとは思えないから：45.5％
医療機関：54.2％　買い物：54.0％
洲本バスセンター：36.4％

毎日：11.9％　週に２～３回：29.3％
週に１回：15.7％
平日のみ：27.3％

平日・休日両方：51.5％
３０分ごとに１本：39.7％
６０分ごとに１本：32.7％

乗り降りしやすくしてほしい：47.1％
料金を支払いやすくしてほしい：43.8％

２００円まで：50.1％
３００円まで：27.0％

五　色　地　域
バスは必要ない：21.1％
実現してほしい：57.6％

自家用自動車の方が便利だから：67.7％
多くの人が利用するとは思えないから：42.7％
医療機関：45.9％　買い物：36.6％

役場：35.6％
毎日：12.6％　週に２～３回：26.6％

週に１回：16.3％
平日のみ：28.1％

平日・休日両方：49.5％
３０分ごとに１本：24.8％
６０分ごとに１本：44.4％

乗り降りしやすくしてほしい：42.8％
料金を支払いやすくしてほしい：35.5％

２００円まで：35.9％
３００円まで：31.0％

・将来自分が高齢になり車の運転ができなくなることを考えるとコミュニティバスは必要だと思います。

・大野など路線バスが廃止されたところへコミュニティバスを導入してはどうでしょうか。

・高校生の通学（洲本・津名へ）のためにコミュニティバスを運行してほしいです。

　（子どもを学校まで送り迎えしている人もいるそうです）

・マイクロバスやタクシーなど色々な交通手段の利用を想定するなど、経費を抑える工夫を行い、経費 

　管理をしっかり行うべきだと思います。
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本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

　
淡
路
島
に
初
め
て
鉄
道
（
蒸
気

機
関
車
）
が
走
っ
た
の
は
、
大
正

十
一
年
十
一
月
、
洲
本
口
（
宇
山
）

〜
市
村
（
三
原
町
）
間
十
六
 
 

で
し
た
。
当
時
の
一
日
平
均
乗
客

数
は
、
約
七
百
人
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
の
後
、
大
正
十
二
年
十
一
月

に
は
市
村
〜
賀
集
間
二
・
七
 
 
、

大
正
十
四
年
五
月
に
は
洲
本
口
〜

洲
本
間
一
・
一
 
 
、
同
年
六
月

に
賀
集
〜
福
良
間
三
・
六
 
 
が

完
成
し
、
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
二
月
に
電
化
が

完
成
し
、
電
車
が
走
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
道
路
の
整

備
や
自
動
車
の
普
及
な
ど
に
よ
り

経
営
が
悪
化
、
昭
和
四
十
一
年
九

月
、
島
民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃

線
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
か
ら
大
正
初
期
ま
で
の
島

内
の
陸
上
交
通
機
関
は
、
乗
合
馬

車
や
人
力
車
が
主
流
で
し
た
が
、

大
正
九
年
に
岩
屋
〜
仮
屋
間
に
初

め
て
乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
が
走

り
ま
し
た
。
大
正
十
年
に
は
、
洲

本
〜
福
良
間
で
運
行
さ
れ
、
南
淡

路
に
も
バ
ス
が
走
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
に
鉄
道
が
廃
線

さ
れ
る
と
、
淡
路
島
の
公
共
交
通

は
、
バ
ス
交
通
が
主
力
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。

（
「
洲
本
市
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
・

「
海
と
陸
の
交
通
」
よ
り
）

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル

　現在、洲本地域の皆さんには、「指定ごみ袋引換券」（はがき）をお送りしています。その「引

換券」の裏面の文章中、「平成１８年１０月１日からは、新しい有料の指定ごみ袋を購入してい

ただくことになりますが・・・」と記載しています。

　しかし、ごみ袋の有料化は新市議会での議決が必要で、まだ決まったものではありません。説

明が不十分で誤解を招く部分がありましたことを、お詫び申しあげます。

洲本市市民生活部環境整備課

（淡路交通（株）提供）

年　度　別

１２

１３

１４

１５

１６

輸送人員

３６６万人

３１７万人

２８５万人

２５９万人

２２５万人

前年対比

－

４９万人減

３２万人減

２６万人減

３４万人減

備　　考

淡路花博開催
　平成１２年度から５年間のバス

の輸送人員を調べて見ると、淡路

花博が開催された平成１２年度を

ピークに毎年減り続けています。

▽
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収入役室 会計課 産業振興部
商工観光課

健康福祉部
　健康課

国民健康
　　保険係

市民生活部
環境整備課

ATM 市金庫

階段
コンコース

階段

総務部
税務課

市民生活部
　市民課

情報政策部
情報政策課

情報政策部
広報広聴課

産業振興部
　農政課

　産業振興部
ふるさと整備課

都市整備部
下水道課

階段

WC

階段

WC

秘書室

市長室 助役室

企画部
企画課

都市整備部
　用地課

都市整備部
都市計画課

都市整備部
　建設課

水道事業所

（第三委員会室）

（
サ
ー
バ
ー
室
）

電
話

交
換
室

総務部
総務課

　総務部
消防防災課

企画部
財政課

WC

WC

階段

（図書室）
（査定室）

（第二委
　員会室）

階段

（第一委
　員会室）

（議場）

副議長

議長
議会事務局 （第一議員控室） （第二議員控室）

総務部
管財課

階段

WC

教育委員会事務局

学校教育課 体育保健課 社会教育課 庶務課

教育長室

（電算機械室）
階段

WC

情報政策部
　電算室 電算開発室

（教育委員会会議室）

農業委員会
　事務局

選挙管理委員会
　　事務局

監査委員・
固定審査
事務局

階段

WC

（事務局会議室）
（301会議室）

東
庁
舎
２
階

２階



７

（更衣室）
（情報
　処理室）

（面接室） （判定室）

WC WC

健康福祉部
地域福祉課

健康福祉部
　福祉課

健康福祉部
健康課

（洲本市保健センター）

（応急診療所）

訪問看護ステーション
地域包括支援センター

事務室
国体推進室

展示室

ロビー

（第６会議室）
市民生活部
人権推進課
H18.2.11～

（控室４）

市民会館事務室
市民生活部
人権推進課
H18.4～

（会議室）

市民生活部
人権推進課
H18.4～

WC WC

相談室 待合室
情報
コーナー

地
域
総
務
課
税
務
係

企
画
管
理
課

健
康
増
進
課

介
護
福
祉
課

地
域
生
活
部
市
民
生
活
課 健康福祉部 休憩室 宿日直室

応接室 応接室

印刷室

助
役
室

打合室 会議室

電算室

産
業
振
興
課

地
域
産
業
部

都
市
整
備
課

地
域
生
活
部

地
域
総
務
課

事務室

控室２
控
室
１

地域教育課



８

新
市
発
足
に
よ
り
、
水
道
使
用
料
金
、
下
水
道
使
用
料
金
を
改
定
し
て
い
ま
す
。 

新
し
い
使
用
料
金
は
、
４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
分
か
ら
で
す
。

■
使
用
料
金

　
水
道
使
用
料
金
は
２
か
月
に
一

度
、
各
家
庭
の
使
用
量
を
検
針
し
、

使
用
量
に
よ
り
料
金
を
計
算
し
て
、

「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
で
請
求
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
使
用
料
金
の
２
か
月
分

の
料
金
は
、
左
の
表
と
お
り
で
す
。

口径

ｍｍ

13

20

25

30

40

50

75

100

用途 基本料金（２か月）

円

2,310 

6,300 

10,500 

21,000 

33,600 

73,500 

14,7000 

252,000

一般用のとおり

一般用のとおり

392,700

第1段階

20m以下

94.5円

第2段階

21m

～

60m

199.5円

第3段階

61m

～

100m

304.5円

第4段階

101m

～

200m

399円

第5段階

201m

～

600m

451.5円

第6段階

601m以上

472.5円

臨時用 

公衆浴場用 

原水用 

一
　
般
　
用

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

1mにつき

100mを超える1mにつき

6,000mを超える1mにつき

882円

168円

136.5円

3

3

3

3

3

従　量　料　金　(1m）
3

種　別

一般汚水

公衆浴場汚水

基本使用料（２か月）

1,890円

1,890円

0mを超え　20m以下の分

20mを超え　60m以下の分

60mを超え100m以下の分

100mを超え200m以下の分

200mを超え600m以下の分

600mを超える分 　　　　　

1mにつき　　　　　　　　　

21円

126円

147円

168円

220円

241円

115円

従量使用料（1mにつき）
3

3

3

3 3

3 3

3 3

3 3

3

3

□問い合わせ先　・水道事業所（洲本庁舎）　　　　1２２・３３２１（代表）
　　　　　　　　・都市整備課上水道係（五色庁舎）1３３・１９２４（直通）

□
問
い
合
わ
せ
先

▽
下
水
道
課
（
洲
本
庁
舎
）

　
1
22
・
３
３
２
１
（
内
線
３
３

　
６
）

▽
都
市
整
備
課
下
水
道
係
（
五
色

　
庁
舎
）

　
1
33
・
１
９
２
４
（
内
線
２
１

　
１
）

■
使
用
料
金

　
４
月
１
日
以
降
、
下
の
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

■
手
数
料

　
登
録
及
び
更
新
手
数
料
が
変
わ

り
ま
す
。

　
２
月
11
日
か
ら
手
数
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録
手
数

　
料
　
３
万
円

▽
指
定
工
事
店
の
登
録
更
新
手
数

　
料
　
１
万
５
千
円

▽
責
任
技
術
者
の
新
規
登
録
手
数

　
料
　
１
万
円

▽
責
任
技
術
者
の
登
録
更
新
手
数

　
料
　
５
千
円

■料金の計算方法の例
　口径13  の契約で、2か月あたり１６立方 使用の場合
　基本料金２，３１０円＋従量料金１６×９４．５円＝３，８２２円
　口径13  の契約で、2か月あたり５０立方 使用の場合
　基本料金２，３１０円＋従量料金（２０×９４．５円＋３０×１９９．
　５円）＝１０，１８５円

ミ
　リ

メー
トル

メー
トル

ミ
　リ

メー
トル

メー
トル

▽
▽

　
洲
本
市
内
で
は
、
今
年
も
事
故

の
多
発
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
交
差
点
で
は
要
注
意
！

　
は
っ
き
り
、
し
っ
か
り
安
全
を

確
か
め
、
事
故
の
な
い
洲
本
市
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

1
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止
　
◆
身
近
な
危
険
箇
所
を
、
み
ん

　
　
な
で
確
か
め
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
◆
運
転
中
、
子
供
や
高
齢
者
を

　
　
見
か
け
た
ら
、
注
意
力
を
高

　
　
め
ま
し
ょ
う
。

　
◆
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

　
　
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
◆
交
通
ル
ー
ル
・
交
通
マ
ナ
ー

　
　
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
◆
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安

　
　
全
確
認
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
◆
自
転
車
の
点
検
整
備
を
行
い
、

　
　
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

　
　
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
を
理

　
　
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
◆
運
転
席
、
助
手
席
、
後
部
座

　
　
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

　
◆
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
シ
ー
ト
を
使
い
、
正
し
く
取

　
　
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
洲
本
市
交
通
安
全
対
策
委
員
会

水
道
関
係

下
水
道
関
係



９

　
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

近
く
に
あ
る
次
の
７
か
所
の
施
設
に
行
政
連
絡

所
を
設
置
し
、
３
日
の
月
曜
日
か
ら
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
の
謄
抄
本
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
で
き
る
事
務

　
▽
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明

　
　
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
外
国
人
登
録
原

　
　
票
記
載
事
項
証
明
書
、
現
在
戸
籍
の
全
部

　
　
事
項
証
明
書
（
謄
本
）
及
び
個
人
事
項
証

　
　
明
書
（
抄
本
）
の
交
付

　
▽
行
政
相
談
等
の
受
付
及
び
担
当
部
局
へ
の

　
　
取
次
ぎ

　
▽
地
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
及
び
地
域

　
　
間
交
流
の
促
進

　
▽
地
域
情
報
等
の
提
供

■
開
所
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

た
だ
し
、
鮎
原
行
政
連
絡
所
は
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

■
休
所
日

　
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
休

日
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
）

※
大
野
、
鮎
原
行
政
連
絡
所
は
右
の
休
所
日
に

　
加
え
、
月
曜
日
が
休
所
日
で
す
。

□
お
問
い
合
せ
先
　
総
務
課
（
洲
本
庁
舎
）
1

22
・
３
３
２
１
（
内
線
２
２
２
）

　
先
月
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
内
４

か
所
に
証
明
書
自
動
交
付
機
を
設
置
し
、
３
月
22
日
（
水
）

か
ら
各
種
証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

■
交
付
で
き
る
も
の

　
▽
住
民
票
の
写
し

　
▽
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
▽
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

　
▽
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　
（
印
鑑
登
録
の
あ
る
人
の
み
）

■
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付

　
証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
、
外
国
人
の
方
は
「
洲
本
市
民
カ

ー
ド
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
カ
ー
ド

を
無
料
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
民
課
（
洲
本
庁
舎
）

市
民
生
活
課
（
五
色
庁
舎
）
、
由
良
支
所
の
い
ず
れ
か

で
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
申
請
か
ら
交
付

ま
で
に
は
数
日
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
休
日
窓
口
業
務
を
廃
止

　
証
明
書
自
動
交
付
機
の
設
置
に
伴
い
、
４
月
か
ら
、

休
日
の
窓
口
業
務
（
現
在
戸
籍
、
住
民
票
の
写
し
、
印

鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
業
務
の
み
）
を
廃
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　
▽
市
民
課
（
洲
本
庁
舎
）

　
　
1
22
・
３
３
２
１
（
内
線
２
５
１
）

　
▽
市
民
生
活
課
（
五
色
庁
舎
）

　
　
1
33
・
０
１
６
１
（
直
通
）

名　　称

大野行政連絡所

安乎行政連絡所

中川原行政連絡所

加茂行政連絡所

千草行政連絡所

鮎原行政連絡所

広石行政連絡所

設置する施設

大野陽だまり館内

安乎公民館内

中川原公民館内

加茂公民館内

千草公民館内

五色図書館内

五色地域福祉センター内

位　　　　置

洲本市新村８０番地

洲本市安乎町中田１１番地２

洲本市中川原町中川原９０７番地

洲本市下内膳４７０番地

洲本市千草甲２２１番地７

洲本市五色町鮎原南谷５９番地

洲本市五色町広石中９０番地５

TEL 26-1133

★御食国の持帰り弁当・オードブル

メインホールで貸切パーティーを！

御食国おまかせコース
　　　　　お一人様　¥3,500より
法人会席コース
　　　　　お一人様　¥3,500より

＜定休日＞　第二、第三の水曜日
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。

1,500円税込よりご予算に応じてお献立。
　※　ご注文は前日までにお願いいたします。
　  　（オードブルは４名様より承ります）

　50名～200名まで各種パーティーに 
　ご利用いただけます。

淡路ごちそう館 （みけつくに）御食国

※茶の子などの取り扱いもしています
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看板に思いを込め・・・
「立ち去れ暴力団」看板を設置

　大野連合町内会と
大野地区防犯グルー
プ協議会では、同地
区内にある暴力団の
事務所を撤去するよ
う求めた看板２枚を、
２月２６日、事務所
近くの空き地に設置
しました。

会場内は笑いの渦
　　ひょうご寄席の公開録画

　県民向け寄席番組「桂三枝のひょうご寄席」(サンテレ
ビ)の公開録画が2月17日に文化体育館（しおさい館）で
行われました。
　2本立てで行われた収録には、「大木こだま・ひびき」、
「海原はるか・かなた」などが出演し、笑いのツボには
まった来場者は大きな声で爆笑するなど、終始和やかな
ムードで録画が行われました。
　なお、「海原はるか・かなた」が出演した模様は、サ
ンテレビで３月２６日（日）の午後１０時から放送が予
定されていますので、是非ご覧下さい。

英語で童謡をエンジョイ！

　由良・生石研究村では、これまで成ヶ島探検
などシリーズでセミナーなどを行ってきましたが、
２月１８日、武庫川女子大の非常勤講師ティム・
モリルさんがエトワール生石を訪れ、由良小学
校の児童や保護者に英語で童謡を教えたり、ゲ
ームなどを一緒に楽しみました。

藤野良一さん
　伝統的工芸品産業功労者褒賞を受賞

　人形浄瑠璃の頭づくりや、「淡路木偶（デコ）づくり
教室」（デコは淡路の方言）などの講師として活動を行
っている藤野良一さん（下堺）が、このほど、伝統的工
芸品産業功労者褒賞を受賞されました。この賞は、伝統
的工芸品産業の振興に貢献した人に贈られるもので、藤
野さんは、三原高校の教員であった昭和56年に木偶と
出合い、これまで木偶制作や木偶づくり講座で人形製作
の指導にあたられており、ご本人が製作した頭がＮＨＫ
のテレビドラマに登場するなど、幅広く活躍されていま
す。また、平成14年には伝統文化の継承に努めた功績
を称える「ふるさと文化賞」も受賞しています。

これからの時代は当たり前？　男の料理教室
　男性も台所に入って料理を楽しんでもらいたいと、安乎公民館
事業の一つとして、2月22日に男の料理教室が安乎公民館で開催
され、参加した男性10人は悪戦苦闘しながら料理を作りに挑みま
した。
　今回で3回目となる教室では、指導を務める栄養士に作り方や
仕上げるこつを教わりながら、絶妙な包丁さばきを披露する人や、
不慣れで逃げ腰の人などが協力し合い、参加者が淡路島内で捕ら
えた猪を使ったしし肉のキムチ炒めなど、彩りも鮮やかな６品を
作り上げました。
　調理が終わるとみんなで試食し、出来具合の感想を述べ合って
いました。

M
ac

hi
kado Topices

M
ac

hi
kado Topices

・
・
・

SUMOT
O

・
・
・

・
・
・

SUMOT
O

・
・
・

かしら
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　昭和３１年９月３０日に五色町として誕生して以来、
平成１８年２月１０日の合併前日までの５０年間の歴史
を写真や年表で振り返る『五色町５０年のあゆみ』を編
集しました。
主な内容　いつまでも残したいふるさとの風景
　　　　　いつまでも綴りたいふるさとの半世紀
　　　　　いつまでも語りたいふるさとの記憶
　　　　　五色データーファイル
販売価格　1,000円

規　　格　Ａ４サイズ（約100ページ、全カラー刷り）

問い合わせ先
　地域教育課（五色中央公民館内）133－1929（直通）

　昭和６１年９月に発刊した『五色町史』を補完する形で、
合併までの内容をまとめた『五色町史続編』を刊行しました。
　今回発行の『五色町史続編』と、前回発行の『五色町史』
をセットで購入される場合は、通常9,300円のところを9,000円
となります。
　五色町の記録を振り返るとともに、子孫に伝え残すために
も是非購入してみてはいかがでしょうか。
■『五色町史続編』（今回発行）
　○主な内容
　　歴史編（原始古代・中世・近世・近代・文化財・民族・
　　　　　　人物）
　　行政編（行財政・産業経済・町民生活・教育文化）
　　年　表（昭和６２年～平成１８年）
　○販売価格：２，０００円
　○規　　格：Ａ５版、５００ページ
■『五色町史』（前回発行）
　○主な内容
　　自然（気象・地形と地質・象化石・動物・植物・名称　
　　　　と天然記念物）
　　政治生活（行政組織・戸籍・政党選挙・財政・警察と　
　　　　　　消防産業経済・社会福祉・災害）
　　教　　育（学校教育の発展・戦後の教育制度・社会教育・
　　　　　　　五色町の教育に拾う）
　　宗　　教（社寺と宗教・文芸芸能・人物・民族民話民具）
　　年　　表（先土器時代～昭和６１年）
　○販売価格：７，３００円
　○規　　格：Ａ５版、1,456ページ
※在庫に限りがありますので売り切れの場合はご容赦願います。
申込・問い合わせ先
　地域教育課（五色中央公民館内）133－1929（直通）

　平成１８年３月１０日から内職工賃の最低
額が変更となっています。電気機械器具製造
業の内職の工賃は、法律で最低額が定められ
ており、印刷回路基板（プリント基板）の部
品差し、ワイヤーハーネスのハウジング入れ（カ
プラー差し）等の業務に従事する家内労働（内
職）者に支払う最低工賃が引き上げられてい
ます。詳しいことは下記へお問い合わせ下さい。

－兵庫労働局　労働基準部賃金課－
1０７８－３６７－９１５４

ＨＰ：http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp

　今回発行する「スポーツの歩み（続編）」は、
平成元年５月に発刊された「五色町スポーツ
の歩み」以降の記録を収集しました。家族や
友人などの活躍の跡が記載され、スポーツに
取り組むきっかけにもなる一冊です。低価格
に設定しましたので、是非この機会にお買い
求め下さい。
■発刊予定　平成１８年３月中旬
■販売価格　1，５００円
■規　　格　Ａ４版、４８０ページ

予約・問い合わせ先
　地域教育課（アスパ五色内）
　　　　　　　　　　　134－1177（直通）
　地域教育課（五色中央公民館内）
　　　　　　　　　　　133－1929（直通）

▲平成元年５月に発行した『五色町スポーツの歩み』
※前回発行の『五色町スポーツの歩み』は、3,000円で
　販売しています。



１２

　第三幼稚園では、伝統的な遊びを通して豊かな心情や意欲を育て

ています。

　最近の子どもはテレビやゲーム遊びが多いと言われ、当園もご多

分に漏れずこれに近い実態です。そのような中で、お正月をきっか

けに、だんだん失われつつある昔ながらの遊び（たこあげ、こま回

し、カルタとり、羽根つきなど）を、毎日活発に展開しています。

　戸外でたこあげをして、糸の調節がうまくできず走り回る元気な子、また、

部屋ではカルタとり大会、「次は、○○枚取るぞ。」とそれぞれ目標を決

め活気にあふれる遊びをしている子が多く見られるようになりました。

　その中でもこま回しは、ぎこちない手つきでひも巻きから始まり、挫折

しそうになっても友達に刺激されて何度も何度も挑戦していました。コツ

がわかり回った時には、「ヤッター！回った。」と、誇らしげな顔と共に

ひとつの事をやり遂げた達成感・満足感を味わっていました。やがてグル

ープでの「こま回し大会」に発展し、どんどん自信をもつようになりました。

そして、得意顔のやる気満々の子どもたち・・・・

　これからもいろいろな遊びを体験する中で“意欲のある第三幼稚園っ子”

が育つよう、取り組んでいきたいと思っています。

　本校は、平成１７年度と１８年度の２年間、「食育推進モデル校」として県の指定を受け、食に関する教

育の在り方について研究を進めています。

　推進委員を中心に“Ｗｅ　ｎｅｅｄ　ｔｏ　ｅａｔ　☆　Ｗｅ　ｌｏｖｅ　(^_^)　ｅａｔｉｎｇ”と題

した食育情報通信を発行し、望ましい食習慣を身につけることの大切さや、生徒たちに実施したアンケート

の結果を分析して情報提供を行ったりしています。

保護者を交えての校内研修風景



１３　

高野豆腐の博多煮

《作り方》
　玉ねぎはみじん切りにし、高野豆腐はぬるま湯で
　もどす。
　ボールに鶏ひき肉・　・卵・片栗粉・スキムミル
　クを入れてよくこねる。
　高野豆腐に横に切り目を入れて、　をつめ、出汁
　と調味料で煮る。
　茹でたほうれん草・人参・里芋を出汁と醤油・砂
　糖で味付けし、　に添える。

■材料（４人分）
高野豆腐　　　　4枚
鶏ミンチ　　　 80
玉ねぎ　　　　 20
卵　　　　　　 40
人参　　　　　120
ほうれん草　　120
里芋　　　　　120
スキムミルク　 20
醤油　　　大さじ1.５
砂糖　　　大さじ1.５

　　　１人分
エネルギー　255
カルシウム　299
タン白質　　20.1
鉄　　　　　 3.0

グラ
ム
グラ
ム
グラ
ム
グラ
ム
グラ
ム
グラ
ム
グラ
ム

キ
　ロ
カロ
リー

１

１

２３

２

３

４

母：仁美さん（鳥飼浦）

高鍋　俊樹 くん　（平成13年9月　5日生まれ）

美紀 ちゃん（平成15年9月26日生まれ）

母：真弓さん（本町）

谷本　爽一郎くん　（平成10年8月26日生まれ）

真爽くん　　　（平成16年5月　9日生まれ）

そういちろう

まさや

としき

み　き

五色サルビアホール　管理栄養士　大橋さおりさん

「
子
供
が
鼻
水
を
た
ら
し
て
い
る

の
は
あ
た
り
ま
え
」
は
昔
の
こ
と
。

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
し
つ
こ
い
咳

に
副
鼻
腔
炎
が
潜
ん
で
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
供
で
、
咳
や
発
熱
、
黄
バ
ナ
、

青
バ
ナ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
か
ぜ

症
状
」
が
十
日
間
以
上
続
い
た
り
、

繰
り
返
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

通
常
の
か
ぜ
な
ら
三
、
四
日
で
症

状
が
改
善
す
る
の
が
普
通
で
す
。

そ
れ
が
長
引
き
、
発
熱
や
ゼ
ー
ゼ

ー
、
肺
炎
な
ど
を
繰
り
返
す
よ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
副
鼻
腔

炎
（
い
わ
ゆ
る
蓄
膿
症
）
が
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
副
鼻
腔
炎
は
、

細
菌
感
染
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
鼻
の
奥
の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ

し
て
い
る
も
の
で
す
。
鼻
づ
ま
り

や
鼻
水
、
後
鼻
漏
（
の
ど
に
ネ
バ

ネ
バ
の
鼻
水
が
落
ち
て
い
く
）
な

ど
の
症
状
の
ほ
か
、
鼻
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
で
は
分
泌
物
が
た
ま
っ

て
い
た
り
、
粘
膜
が
は
れ
て
い
る

の
が
判
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
供

の
場
合
に
は
、
症
状
が
鼻
水
や
鼻

づ
ま
り
と
い
っ
た
典
型
的
症
状
で

は
な
く
、
咳
、
発
熱
、
ゼ
ー
ゼ
ー

と
い
っ
た
呼
吸
器
症
状
で
あ
る
た

め
、
一
般
の
か
ぜ
症
状
と
区
別
で

き
ず
、
「
か
ぜ
」
「
喘
息
様
気
管

支
炎
」
「
鼻
炎
」
な
ど
と
診
断
さ

れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
性
上
気
道
炎
（
い
わ

ゆ
る
か
ぜ
症
状
）
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
副
鼻
腔
炎
が
発
症
し
悪

化
し
て
い
る
こ
と
は
、
子
供
の
場

合
に
は
非
常
に
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
。
　
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
鼻
や
の
ど
を

診
察
す
る
だ
け
で
容
易
に
診
断
を

下
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
特
に
、

次
の
よ
う
な
症
状
の
う
ち
一
つ
で

も
該
当
し
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

一
度
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て

い
た
だ
く
の
が
良
い
か
と
思
い
ま

す
。

▽
頑
固
な
鼻
水
、
後
鼻
漏
が
続
く

　
（
青
バ
ナ
、
黄
バ
ナ
）
 

▽
発
熱
を
繰
り
返
す
（
か
ぜ
が
な

　
か
な
か
治
ら
な
い
）

▽
頑
固
な
喘
息
（
ゼ
ー
ゼ
ー
）
が

　
長
く
続
く

▽
中
耳
炎
を
繰
り
返
す

▽
肺
炎
、
気
管
支
炎
喘
息
を
繰
り

　
返
す

▽
い
び
き
、
睡
眠
障
害
が
あ
る

沖田耳鼻咽喉科

沖田　純　医師

グラ
ム

ミ
　リ

グラ
ム

グラ
ム

ミ
　リ

力強くやさしく大きく育って、２人でお姉ちゃ
んのことを守ってね！

働く車大好き兄妹です。元気にのびのび育って 
ほしいな…



１４

市役所

　■市役所（洲本庁舎）

　■市役所（五色庁舎）

　■由良支所

　■上灘出張所

　■五色町情報センター

　（淡路五色ケーブルテレビ）

保健・福祉

　■洲本保健センター

　■五色健康福祉総合ｾﾝﾀｰ

　■総合福祉会館

　■由良総合福祉センター

　■五色地域福祉センター

　（みやまホール）

文化・交流施設

　■中央公民館

　■文化体育館 

　（しおさい館・しばえもん座）

　■洲本市民会館

　■市民交流センター

　■洲本市情報交流センター

　（みくまホール）

　■洲本市民工房

　■淡路文化史料館

　■中山間総合活性化ｾﾝﾀｰ

　■高田屋嘉兵衛翁記念館

図書館

　■洲本図書館

　■五色図書館(えるる五色)

スポーツ施設

　■スポーツセンター

　（市民体育館）

　■五色台運動公園

　（アスパ五色）

　■五色県民健康村

　　トレーニングセンター

レクリエーション施設

　■由良交流センター

　（エトワール生石）

　■高田屋嘉兵衛公園

122・3321

133・0160

127・1221

129・0111

132・0486

122・3337

133・0503

126・0022

127・0146

135・1166

122・1280

125・3321

122・1315

124・4450

126・0666

122・3322

124・3331

132・1211

133・0464

122・0712

132・1693

122・6634

134・1177

133・1254

125・7033

133・1600

■
場
　
所
　

　
洲
本
市
民
工
房
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
日
　
時
　

　
３
月
25
日
g
〜
26
日
a

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
入
場
料
　
無
料 

　
昨
年
か
ら
始
め
た
作
品
展
で
す

が
、
今
回
は
美
術
部
の
作
品
と
、

写
真
部
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

美
術
部
は
油
絵
、
ポ
ス
タ
ー
、
イ

ラ
ス
ト
等
平
面
作
品
を
、
写
真
部

も
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
作
品
を
展

示
。
１
年
間
の
活
動
の
成
果
を
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
　
所
　

　
洲
本
市
民
工
房
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
日
　
時
　

　
３
月
29
日
d
〜
４
月
２
日
a

　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　
（
29
日
は
正
午
か
ら
、
４
月
２

　
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

■
入
場
料
　
無
料

　
淡
路
島
内
に
在
住
す
る
高
校
生

以
上
で
、
手
話
の
学
習
経
験
が
な

い
平
成
18
年
度
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
会
場
・
日
時

▽
昼
の
部

・
日
時
　
４
月
13
日
〜
平
成
19
年

　
３
月
29
日

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正

　
午

・
場
所 

　
洲
本
会
場
（
総
合
福
祉
会
館
）

▽
夜
の
部

・
日
時
　
４
月
13
日
〜
平
成
19
年

　
３
月
29
日

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９

　
時

・
場
所

　
洲
本
会
場
（
総
合
福
祉
会
館
）

　
三
原
会
場
（
三
原
公
民
館
）

　
津
名
会
場
（
し
づ
の
お
だ
ま
き

　
館
）

※
希
望
の
開
催
会
場
で
受
講
可
能

■
募
集
人
数
　
各
会
場
30
名

■
学
習
内
容
　
全
46
回
（
入
門
課

　
程
、
基
礎
課
程
）

■
受
講
料
　
４
　
５
０
０
円
（
テ

　
キ
ス
ト
、
資
料
代
）

■
申
込
締
切
　
３
月
31
日
e

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー 

　
1
24
・
３
８
５
０

　
兵
庫
県
４
年
制
高
齢
者
大
学
講

座
「
淡
路
す
こ
や
か
大
学
い
ざ
な

ぎ
学
園
」
の
平
成
18
年
度
新
入
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
入
学
資
格
　
お
お
む
ね
60
歳
以

　
上
の
県
内
在
住
者

■
募
集
定
員
　
60
名
（
先
着
順
）

■
受
講
期
間
　
４
月
26
日
〜
平
成

　
19
年
３
月
７
日

　
（
年
間
22
回
程
度
）

■
内
　
容

　
　
教
養
講
座
、
専
門
講
座
、
各

　
種
行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
（
17
ク

　
ラ
ブ
）
な
ど

■
受
講
料
　
年
間
３
　
０
０
０
円

　
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）
他
に

　
自
治
会
費
年
間
５
　
０
０
０
円

　
が
必
要

■
申
込
締
切
　
４
月
７
日
f

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
淡
路
文
化
会
館 

　
1
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

催
し

募
集

，

，，



１５

■
受
付
期
間
　
３
月
27
日
b

〜

　
４
月
13
日
e

■
試
験
日
　
５
月
14
日
a

■
募
集
内
容

○
試
験
区
分
Ａ
（
男
性
）

▽
募
集
人
員
　
約
１
１
０
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
10
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
男
性

・
４
年
制
大
学
（
同
等
と
認
め
る

　
大
学
等
を
含
む
）
を
卒
業
し
た

　
人

○
試
験
区
分
Ｓ
Ａ
（
男
性
・
社
会

　
人
経
験
者
）

▽
募
集
人
員
　
約
10
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
10
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
た
男
性

・
４
年
制
大
学
（
同
等
と
認
め
る

　
大
学
等
を
含
む
）
を
卒
業
し
た

　
人

・
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
、

　
民
間
企
業
な
ど
の
職
務
経
歴
が

　
通
算
３
年
以
上
の
人

○
試
験
区
分
Ｂ
（
男
性
）

▽
募
集
人
員
　
約
35
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
10
月
２
日
か
ら
昭
和

　
63
年
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
男
性

・
Ａ
・
Ｓ
Ａ
・
Ａ
Ｃ
以
外
の
人
（
平

　
成
19
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

　
等
見
込
み
者
を
除
く
）

○
試
験
区
分
Ｓ
Ｂ
（
男
性
・
社
会

　
人
経
験
者
）

▽
募
集
人
員
　
約
10
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
10
月
２
日
か
ら
昭
和

　
63
年
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
男
性
で

・
Ａ
・
Ｓ
Ａ
・
Ａ
Ｃ
以
外
の
人
（
平

　
成
19
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

　
等
見
込
み
者
を
除
く
）

・
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
、

　
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経

　
歴
が
通
算
３
年
以
上
の
人

○
試
験
区
分
Ａ
Ｃ
（
男
性
）

▽
募
集
人
員
　
約
95
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
男
性

・
４
年
制
大
学
（
同
等
と
認
め
る

　
大
学
等
を
含
む
）
を
平
成
19
年

　
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
試
験
区
分
Ａ
（
女
性
）

▽
募
集
人
員
　
約
30
人

▽
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
10
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
女
性
（
た
だ
し
、
４
年

　
制
大
学
卒
業
見
込
み
者
は
昭
和

　
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
人
）

・
４
年
制
大
学
（
同
等
と
認
め
る

　
大
学
等
を
含
む
）
を
卒
業
し
た

　
人
及
び
平
成
19
年
３
月
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
人

※
Ｓ
Ａ
・
Ｓ
Ｂ
区
分
（
社
会
人
経

　
験
者
）
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

　
術
、
語
学
、
財
務
等
多
様
な
資

　
格
、
能
力
、
経
験
を
有
す
る
方

　
を
対
象
と
し
た
試
験
区
分
で
す
。

　
採
用
後
は
、
他
区
分
で
の
採
用

　
者
と
同
じ
職
務
内
容
と
な
り
ま

　
す
。

■
試
験
の
方
法
（
第
１
次
試
験
）

　
教
養
試
験
及
び
論
作
文
試
験

□
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
警
察

本
部
警
務
課
採
用
係
1
０
７
８
・

３
７
１
・
４
５
１
５
（
直
通
）
1

０
１
２
０
・
１
４
５
・
３
１
４

Ｈ
Ｐ
　http://w

w
w
.police.pre

f.hyogo.jp/

　
農
家
、
事
業
所
な
ど
を
対
象
に

し
た
、
農
林
水
産
省
が
実
施
す
る

統
計
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
調
査
時
期
　
希
望
調
査
を
登
録

　
後
調
査
員
に
任
命
。
調
査
に
よ

　
り
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

■
調
査
員
の
身
分
　
非
常
勤
の
国

　
家
公
務
員

□
問
い
合
わ
せ
先
　
近
畿
農
政
局

洲
本
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

1
22
・
２
６
５
０

　
国
土
交
通
省
で
は
、
８
月
の
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
推
進
標
語

を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
期
間
　
３
月
31
日
f

■
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上

■
応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

□
問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課 

1
03
・
５
２
５
３
・
８
１
１
１

Ｈ
Ｐ
　h

ttp
s://ssl.jolls.co.jp

/
hyougo/index.htm

l

　
兵
庫
県
で
は
、
使
う
人
の
視
点

を
取
り
入
れ
開
発
さ
れ
た
優
れ
た

デ
ザ
イ
ン
の
商
品
を
「
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
ひ
ょ
う
ご
選
定
商
品
」
と

し
て
選
定
し
、
17
年
度
の
選
定
商

品
（
31
点
）
及
び
受
賞
商
品
を
決

定
し
ま
し
た
。
受
賞
商
品
は
左
記

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
産
業

労
働
部
工
業
振
興
課

1
０
７
８
・
３
６
２
・
３
３
３
４

6
兵
庫
工
業
会
神
戸
事
務
所

1
０
７
８
・
３
６
０
・
３
２
５
５

Ｈ
Ｐ
　h

ttp
://w

w
w
.h
y
og
o-

ia.or.jp/gdh/

　
神
戸
空
港
の
開
港
に
よ
り
、
神

戸
市
で
は
、
空
港
を
発
着
す
る
航

空
機
の
騒
音
や
電
波
障
害
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

■
相
談
窓
口
　
み
な
と
総
局
神
戸

空
港
管
理
事
務
所 

1
０
７
８
・
３
０
６
・
０
２
８
７

　
母
子
家
庭
や
父
母
の
い
な
い
家

庭
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
、

中
学
校
卒
業
児
童
が
高
等
学
校
等

に
入
学
し
た
と
き
に
祝
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
給
額
　
１
０
０
　
０
０
０
円

□
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
３
３
３
２
（
内
線
５
０
９
）

企
画
管
理
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
０
１
６
４
（
直
通
）

　
洲
本
市
内
に
、
引
き
続
き
１
年

以
上
居
住
す
る
父
子
家
庭
で
、
婚

姻
し
て
い
な
い
18
歳
未
満
の
子
を

扶
養
し
て
い
る
人
に
対
し
て
父
子

福
祉
金
を
支
給
し
ま
す
。
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
洲
本
地
域
の
人
は
、
４
月
か
ら

　
適
用
し
ま
す

■
支
給
額
　
月
額
５
　
０
０
０
円

　
（
１
人
）

□
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
３
３
３
２
（
内
線
５
０
９
）

企
画
管
理
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
０
１
６
４
（
直
通
）

，，



１６

　
４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人
に
、
市
内
の
公
衆
浴

場
及
び
、
ゆ
〜
ゆ
〜
フ
ァ
イ
ブ
の

入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
民
生
委
員
の
確

　
認
、
押
印
後
、
左
記
へ
ご
持
参

　
下
さ
い
。

　
　
申
請
書
は
、
健
康
福
祉
館
・

　
洲
本
庁
舎(

環
境
整
備
課)

・
五

　
色
庁
舎(

介
護
福
祉
課)

・
由
良

　
支
所
に
備
え
て
い
ま
す
。

□
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
９
３
３
３
（
内
線
５
０
６
・

５
０
７
）

介
護
福
祉
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
１
９
２
２
（
直
通
）

※
五
色
地
域
に
在
住
の
65
歳
以
上

　
の
人
に
対
し
て
ゆ
〜
ゆ
〜
フ
ァ

　
イ
ブ
入
浴
券
６
枚
綴
り
を
お
配

　
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
18
年

　
度
か
ら
は
、
対
象
者
が
65
歳
以

　
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
に
な

　
り
ま
す
。

　
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
で
、
６

か
月
以
上
常
時
紙
お
む
つ
を
必
要

と
し
、
要
介
護
３
以
上
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

審
査
の
上
、
紙
お
む
つ
購
入
資
金

を
支
給
し
ま
す
。

※
五
色
地
域
の
人
は
、
４
月
か
ら

　
適
用
し
ま
す
。

■
支
給
額
　
月
額
３
千
円

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
民
生
委
員
の
確

　
認
、
押
印
後
、
左
記
へ
ご
持
参

　
下
さ
い
。

　
　
申
請
書
は
、
健
康
福
祉
館
・

　
五
色
庁
舎
（
介
護
福
祉
課
）・ 

　
由
良
支
所
に
備
え
て
い
ま
す
。

□
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
９
３
３
３
（
内
線
５
０
６
・

５
０
７
）

介
護
福
祉
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
１
９
２
２
（
直
通
）

　
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
制
度
は
、
満
75
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
で
、
交
通
手
段
が
な
く
、

市
民
税
非
課
税
で
基
準
収
入
金
額

が
、
１
２
０
万
円
未
満
の
人
に
小

型
、
中
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
運
賃

相
当
額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※
五
色
地
域
の
人
は
、
４
月
か
ら

　
適
用
し
ま
す
。

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
民
生
委
員
の
確

　
認
、
押
印
後
、
左
記
へ
ご
持
参

　
下
さ
い
。

　
　
申
請
書
は
、
健
康
福
祉
館
・

　
洲
本
庁
舎(

環
境
整
備
課)

・
五

　
色
庁
舎(

介
護
福
祉
課)

・
由
良

　
支
所
に
備
え
て
い
ま
す
。

□
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
９
３
３
３
（
内
線
５
０
６
・

５
０
７
）

介
護
福
祉
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
１
９
２
２
（
直
通
）

　
洲
本
市
内
に
、
引
き
続
き
１
年

以
上
居
住
し
、
左
記
に
該
当
す
る

人
に
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
身
体
障
害
者
（
児
）
、

　
知
的
障
害
者
（
児
）
、
精
神
障

　
害
者
、
母
子
家
庭
で
義
務
教
育

　
終
了
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

　
る
人
。

※
五
色
地
域
の
人
は
、
４
月
か
ら

　
適
用
し
ま
す
。

※
障
害
年
金
受
給
者
は
対
象
と
な

　
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額
（
月
額
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

・
１
、
２
級
　
　
１
　
８
０
０
円

・
３
級
　
　
　
　
１
　
５
０
０
円

・
４
級
　
　
　
　
１
　
０
０
０
円

○
療
育
手
帳
所
持
者

・
重
度
Ａ
　
　
　
１
　
８
０
０
円

・
中
度
（
Ｂ
１
）
１
　
５
０
０
円

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者

・
１
級
　
　
　
　
１
　
８
０
０
円

○
母
子
家
庭
で
、
義
務
教
育
終
了

　
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

　
１
　
８
０
０
円
（
１
人
増
す
ご

　
と
に
５
０
０
円
）

□
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
３
３
３
２
（
内
線
５
０
９
）

企
画
管
理
課
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
０
１
６
４
（
直
通
）

　
公
共
の
交
通
機
関
の
利
用
が
困

難
で
、
他
の
交
通
手
段
を
持
た
な

い
障
害
者
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
運
賃
相
当
額
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

※
五
色
地
域
の
人
は
、
４
月
か
ら

　
適
用
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

　
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精

　
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

※
施
設
入
所
者
、
障
害
者
自
身
が

　
所
得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人
、

　
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

　
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
内
容
　
利
用
券
４
枚
（
１

　
か
月
）

□
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
）

1
22
・
３
３
３
２
（
内
線
５
０
９
）

企
画
管
理
課
福
祉
係
（
五
色
庁
舎
）

1
33
・
０
１
６
４
（
直
通
）

　介護保険制度で要介護認定を受けた６５歳以上の高齢者で、

介護認定の審査判定資料を確認し、常に就床し複雑な介護を

受けている等、市の基準により、身体障害者手帳等の交付を

受ける人と同程度と認められた人へ障害者控除対象認定書を

交付しています。必要に応じて確定申告等にご利用ください。

□問い合わせ

　地域福祉課（健康福祉館内）　　1２２－９３３３

　介護福祉課（五色庁舎）　　　　1３３－１９２２（直通）

，，

，，，，

，

□
問
い
合
わ
せ
先

環
境
整
備
課
　

1
22
・
３
３
２
１
（
内
線
３
４
３
）



１７

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

■
兵
庫
県
自
治
賞

　
池
上
　
孝
美
（
山
手
）

■
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　
池
原
　
久
美
（
物
部
）

　
貫
　
　
眞
　
（
鮎
屋
）

　
中
尾
　
紀
子
（
物
部
）

　
不
藤
　
弘
子
（
本
町
）

　
松
本
　
朝
美
（
平
安
浦
）

　
若
畑
　
惠
子
（
千
草
丙
）

　
楠
　
　
登
美
子
（
広
石
上
）

　
坂
本
　
佐
代
子
（
上
堺
）

　
坂
東
　
和
彦
（
広
石
下
）

■
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

○
金
メ
ダ
ル
（
全
国
大
会
優
勝
）

　
福
田
　
真
穂
（
物
部
）

　
小
濱
　
絵
美
（
由
良
）

　
萩
原
　
正
純
（
鮎
屋
）

○
銀
メ
ダ
ル
（
全
国
大
会
準
優
勝
）

　
打
越
　
雅
美
（
宮
野
原
）

　
竹
中
　
麻
樹
（
物
部
）

　
大
谷
　
一
世
（
広
石
中
）

　
中
川
　
貴
代
（
物
部
）

　
畑
中
　
規
江
（
物
部
）

　
若
竹
　
里
枝
（
鳥
飼
浦
）

　　　　名　　　称

法律相談

行政相談

法律・人権・行政相談

司法書士による

無料法律・登記相談(予約制)

司法書士による

多重債務相談(予約制)

心配ごと相談

人権相談

家庭児童相談

母子家庭相談

青少年相談

専門医による心の相談

明石社会保険事務所

出張年金相談（予約制）

　　　　と　　き

4／ 5（水）

4／19（水）

4／12（水）

4／12（水）

4／18（火）

4／24（月）

4／ 7（金）

4／21（金）

4／14（金）

4／28（金）

毎週水曜日

毎週

月・火・木曜日

毎週金曜日

月～金曜日

第3水曜日

第3金曜日

と　こ　ろ

総合福祉会館

五色中央公民館

県洲本総合庁舎

総合福祉会館

五色地域福祉センター

神戸地方法務局

洲本支局　人権相談室

健康福祉館

青少年センター

洲本市民会館

問い合わせ先

人権推進課（洲本庁舎）

122－3321（代表）

市民生活課（五色庁舎）

133－0161（直通）

司法書士野口泰嗣事務所

126－3123

社会福祉協議会（洲本支部）

126－0022

社会福祉協議会（五色支部）

135－1166

神戸地方法務局洲本支局

122－0497

健康福祉館

122－3332

青少年センター

122－4547

市民課（洲本庁舎）

122－3321（代表）

13：30～15：00

10：00～12：00

10：00～12：00

13：30～15：00

13：30～15：00

9：00～16：00

8：30～17：15

10：30～17：00

9：00～17：00

13：00～15：00

10：00～15：00

洲本警察署
洲本交通安全協会

，，，，



１８

狂犬病の予防注射と飼い犬の登録を下記の日程で行いますので、最寄の会場へお越しください。
平成１８年度から日程が変更となりますので、ご注意ください。

狂犬病の予防注射と飼い犬の登録を下記の日程で行いますので、最寄の会場へお越しください。
平成１８年度から日程が変更となりますので、ご注意ください。

予防注射の対象

問い合わせ先

生後３か月以上の犬

手数料（１頭当り） ◆すでに登録済みの犬　　予防接種料　3,200円

◆新規登録の犬　　　　　6,200円（新規登録料　3,000円、予防接種料　3,200円）

予防接種・飼い犬の登録日
実施日

４月１０日
（月）

４月１１日
（火）
第１班

４月１１日
（火）
第２班

４月１２日
（水）

４月１３日
（木）

４月１４日
（金）

４月１７日
（月）

時　間
　９：３０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：４０
１２：４０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
１４：４０～１５：１０
　９：３０～１０：００
１０：２０～１１：１０
１３：００～１３：５０
１４：１０～１５：００
　９：３０～１０：００
１０：１０～１０：４０
１０：５０～１１：１０
１１：２０～１１：５０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：１０
１４：２０～１５：２０
　９：３０～　９：５０
１０：００～１０：４０
１１：００～１２：３０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０
　９：５０～１０：３０
１０：５０～１１：１０
１１：３０～１１：５０
１３：００～１３：４０
１４：００～１４：３０
　９：３０～　９：５０
１０：１０～１０：３０
１０：５０～１１：２０
１１：４０～１２：００
１３：００～１３：３０
１３：５０～１４：１０
１４：４０～１５：２０

　９：３０～１０：２０

１０：４０～１１：４０
１３：００～１４：００
１４：２０～１４：４０
１５：００～１５：２０

　　　　会　　　場
鳥飼 船瀬バス停付近
鳥飼 浜ふるさと会館
鳥飼 奥の内バス停付近
鳥飼 防災センター
鳥飼 鳥飼上集会所
都志 角川ふるさと会館
堺 　下堺集会所
堺    堺地区町おこし会館
広石 広石会館
広石 地域福祉センター
鮎原 中邑集会所
鮎原 田処集会所
鮎原 吉田バス停付近
都志 健康村下の駐車場
都志 米山集会所
都志 大浜住吉神社境内
都志 市役所五色庁舎南側
鮎原 塔下集会所
鮎原 三野畑集会所
鮎原 中山間活性化センター
鮎原 南谷ふるさと会館
鮎原 鮎原上バス停付近
安乎八幡神社前
宮野原公会堂
山田原真浄寺下
安乎公民館
前古宮集乳所前
三木田公会堂
安坂公会堂
市原公会堂
二ツ石公会堂
中川原公民館
厚浜諏訪神社前
下加茂会館
大野構造改善センター
（木村医院東側・宝蓮寺前）
大野白髭神社前
大野コミュニティ消防センター
鮎屋萩原青果倉庫前
鮎屋脇田氏宅横

　　　　会　　　場
コミュニティプラザ戎ケ丘会館
宇原市民球場前
新宇原公館
（コミュニティプラザ宇原公館）
城戸アグリ公園前
金屋集乳所前
金屋会館
納会館付近山王神社前
上桑間公会堂（薬師庵）
桑間会館前
加茂コミュニティ消防センター
大森谷竹中氏宅横
きしかわ神社
奥畑集会所
洲本健康福祉事務所前
（洲本保健所前）
潮消防団機具庫前
宇山天理教東側付近
江国寺前
洲本スポーツセンター
物部中島荒神境内
猪鼻集乳所付近
上田原自治会館
千草東公民館前
千草コミュニティ消防センター
三木内科医院付近
伊勢の森神社（川西公会堂）
由良天川クラブ
由良 上処（新港）
由良支所前
由良中学校校門前
上灘出張所
由良内田神社前
小路谷住吉神社前
洲本中央公民館横
大浜公園（海月館側）
市役所東側

時　間
　９：３０～１０：００
１０：２０～１１：００

１１：２０～１２：００

１３：１０～１３：５０
１４：１０～１４：４０
１５：００～１５：３０
　９：３０～１０：１０
１０：３０～１０：５０
１１：１０～１１：５０
１３：００～１３：５０
１４：１０～１４：３０
１４：５０～１５：１０
１５：１０～１５：４０

　９：２０～１０：００

１０：２０～１０：５０
１１：１０～１１：５０
１３：００～１3：３０
１３：５０～１４：３０
１４：５０～１５：２０
　９：３０～　９：５０
１０：１０～１０：３０
１１：００～１２：００
１３：００～１３：３０
１３：５０～１４：２０
１４：４０～１５：３０
１０：００～１０：４０
１１：００～１１：４０
１３：００～１３：３０
１３：５０～１４：２０
１４：５０～１５：１０
　９：３０～１０：１０
１０：３０～１１：００
１１：３０～１２：１０
１３：１０～１３：５０
１４：１０～１４：５０

実施日

４月１８日
（火）

４月１９日
（水）

４月２０日
（木）

４月２１日
（金）

４月２４日
（月）

４月２５日
（火）

環境整備課（洲本庁舎）　1２２－３３２１（内線３４３・３４４）
市民生活課（五色庁舎）　1３３－０１６１（直通）

安藤動物病院
池田獣医科
いけだ動物病院
印部家畜医院
ドゥ動物病院
岡田動物病院
かわさき動物病院

74－5955
22－2817
42－1505
54－0030
62－0856
42－3051
42－1158

淡路市久留麻8－20
洲本市大野420－15
南あわじ市八木天野大久保678
南あわじ市賀集八幡160
淡路市志筑1195－1－103
南あわじ市榎列小榎列180
南あわじ市榎列松田710－56

杉村動物クリニック
たかた動物病院
立花動物病院
田村動物病院
水島家畜医院
山本動物病院

22－2770
42－0654
22－3577
82－0308
36－2254
22－5999

洲本市宇原2279－2
南あわじ市市徳長166
洲本市上物部831－3
淡路市浅野南495-2
南あわじ市松帆志知川195－1
洲本市納99－1



１９

平成１８年度市税・介護保険料の納期について平成１８年度市税・介護保険料の納期について
税　　目
固定資産税
都市計画税
市県民税
（普通徴収）

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料
（普通徴収）

18年度
期
納期限
期
納期限
期
納期限
期
納期限
期
納期限

５月
１期
5月末

全期
5月末

６月

１期
６月末

１期
６月末

７月

１期
７月末

８月
２期
８月末

２期
８月末
２期
８月末

９月

２期
９月末

10月

３期
10月末
３期
10月末

11月

３期
11月末

12月
３期
12/25

４期
12/25 
４期
12/25

１月

４期
１月末

２月
４期
２月末

５期
２月末
５期
２月末

※各納期月の末日（１２月は２５日）が納期限日となりますが、その日が土曜日、日曜日、祝日の場合は当該日以降の最も近
　い土曜日、日曜日、祝日でない日が納期限日となります。
◎市税・介護保険料の納付には便利な口座振替制度をご利用ください。
■申し込み方法　市役所の下記窓口、市内の各金融機関、郵便局の窓口で専用用紙に記入、押印（通帳印）のうえ提出してく
　ださい。
■問い合わせ先　税務課収税係（洲本庁舎）　122-3321（内線４１４）　地域総務課税務係（五色庁舎）　133-0163（直通）

　予防接種法施行令の改正により、4月1日から麻しん・風しんの予
防接種が混合ワクチンになり、対象年齢が変更されます。

■対象者　1満1歳～2歳未満　②H12.4.2～H13.4.1生まれで、今まで
　麻しん・風しんどちらも予防接種を受けておらず、またかかった
　ことのない人。接種期間は4月1日～平成19年3月31日までです。
※従来の予診票をお持ちの人で、まだどちらも受けてない1②の人
　には、3月末に麻しん・風しん混合予防接種予診票を郵送します
※２歳を超える人は平成１８年3月３１日までに接種しましょう。4
　月以降、現在の麻しんワクチン、風しんワクチンは定期の予防接
　種でなくなりますが、かかりつけ医とご相談のうえ、保護者の希
　望により接種を受けることは可能です。

　　五色地域の人は、現在お持ちの全種予診票・接種券は４月か
　　ら使用できません。３月末に新予診票を郵送します。

□問い合わせ先
　保健センター（健康福祉館内）　1２２－３３３７（内線５１６）

　平成１８年度の固定資産税（賦課期日１月１日）
に係る土地価格等縦覧帳簿と家屋価格等縦覧帳簿
の縦覧を下記のとおり行います。
　縦覧により、固定資産税の納税者が、当該年度
の固定資産に係る自己所有の土地または家屋につ
いて、土地課税台帳、家屋課税台帳などの登録価
格と、市内の他の土地または家屋の価格と比較す
ることができます。
■縦覧期間　４月３日（月）～５月３１日（水）
　午前８時３０分～午後５時１５分（ただし、土、
　日曜日、祝日を除きます。）
■縦覧場所
　税務課（洲本庁舎）
　地域総務課（五色庁舎）
■持参いただくもの　印鑑、本人確認できるもの（納
　税通知書、課税明細、免許証など）
■手数料　無料
□問い合わせ先　税務課　固定資産税係（洲本庁舎）
1２２－３３２１（内線２６０～２６２）

　合併に伴い、洲本市発行の新しい各医療証を３月末日までに郵送
により交付します。更新の手続きの必要はありません。
　現在お持ちの旧五色町発行の各医療証は、４月から使用できませ
んのでご注意下さい。
　平成１８年４月１日から受診するときには、各医療証を必ず医療
機関等の窓口に健康保険証と一緒に提示するとともに、医療証が洲
本市に変わったことをお知らせください。また、この医療証のご使
用にあたりましては、裏面等の注意書をよくお読みくださいますよ
うお願いします。
新しく交付する各医療証
○老人保健医療の方
　老人保健法医療受給者証／老人医療の限度額適用・標準負担額減
　額認定証／老人保健特定疾病療養受療証
※受給者番号が新しくなっていますので特にご注意ください。
○福祉医療受給者の方
　老人医療費受給者証／重度障害者医療費受給者証／高齢重度障害
　者医療費受給者証／乳幼児医療費受給者証／母子家庭等医療費受
　給者証
問い合わせ先
　健康課（健康福祉館内）122－3337（内線512・513・516）
　健康増進課（五色庁舎）133－1921（直通）

　合併に伴い、洲本市発行の新しい被保険者証
を３月末日までに郵送により交付します。証更
新の手続きの必要はありません。
　現在お持ちの旧五色町発行の被保険者証は、
４月から使用できませんので、ご注意ください
ますようお願いします。
新しく交付する被保険者証
　国民健康保険証／高齢受給者証／限度額適用・
　標準負担額減額認定証／特定疾病療養受療証
※被保険者証番号が新しくなっていますのでご
　注意ください。
問い合わせ先
　健康課（洲本庁舎）122－3321（内線345・346）
　健康増進課（五色庁舎）133－1921（直通）

■献血日程　　４月１９日（水）、午前１０時～午後３時３０分、保健福祉館で



２０

子育て学習センター
すこやか子育てセンター
子育て学習センター
すこやか子育てセンター

市民交流センター
　教室受講生募集
市民交流センター
　教室受講生募集

子育て中の両親や家族が対象です。みんなが集う中で、親も子も育ちあえるよう共に学んでいきましょう。
年２回程度、合同交流会を開催し、三熊山やウェルネスパークなどでイベントを予定しています。

洲本地域対象 五色地域対象

■プチトマトメイト
　対　象：0歳から保育所、保育園、
　　　　　幼稚園入園前の子どもと家族
　定　員：月・水・金曜日　各７０組
　と　き：毎月　月・水・金曜日（各２～３回実施）
　　　　　午前１０時～正午
　ところ：洲本中央公民館３階研修室
　　　　　（申込多数の場合は抽選となることがあります。）
■親子ふれあい体験教室
　対　象：３歳児から小学校就学前の子どもと家族
　定　員：３０組
　と　き：土曜日（毎月１回）　午前１０時～正午
　ところ：洲本中央公民館など
■リフレッシュ講座
　対　象：子どもが保育所･保育園･幼稚園･小学校に通って
　　　　　いる方
　定　員：２０人
　と　き：木曜日（年間５回）　午前１０時～正午
　ところ：洲本中央公民館

４月１０日（月）～１４日（金）　午前９時～午後４時

洲本市子育て学習センター
　1２４－３３７４（洲本中央公民館内）

ヨガ教室
　■と　き　　4月～6月　週1回　全12回
　　　　　　　　水曜朝クラス　午前10時～11時40分
　　　　　　　　木曜朝クラス　午前10時～11時40分
　　　　　　　　木曜夜クラス　午後 7時～  8時40分
　■講　師　　上田　しずこ先生
　■定　員　　各12人
　■受講料　　4回　6,000円

硬式テニス教室
　■と　き　　4月～6月　毎週水曜日
　　　　　　　　初級クラス　午後1時30分～3時
　　　　　　　　中級クラス　午後3時～4時30分
　■講　師　　中野　辰男先生
　■定　員　　各15人
　■受講料　　6,000円(全12回分)

生け花教室
　■と　き　　4月～9月　第２,４水曜日
　　　　　　　　午後1時30分～3時
　■講　師　　松井　豊清先生
　■定　員　　15人
　■受講料　　7,200円(全12回分)　花代は実費
水墨画教室

　～十二支にちなんだ動物画を描こう～
　■と　き　　4月～1月　第2水曜日
　　　　　　　　午後1時30分～3時
　■講　師　　東　雅雄先生
　■定　員　　15人
　■受講料　　6,000円(全10回分)
書道教室
　■と　き　　4月～9月　金曜日(月2回)
　　　　　　　　午後4時～7時の間、1時間程度
　■講　師　　松井　博士先生
　■定　員　　２０人
　■受講料　　7,200円（全12回分）

■よちよちママ講座（前期）
　対　象：乳児と親　H１７年１０月～１８年４月１日生まで
　と　き：５月～
　　　　　（月１回木曜日午前１０時～正午）５回講座
　※後期は１０月に募集
■ドレミくらぶ（１歳児）
　対　象：H.１６．９月～H.１７.９.３０生まで
　と　き：月２回火曜日　午前１０時～正午
　　　　　親子ふれあい体験教室に参加
■カンガルーの会
　対　象：２歳以上の子どもとその家族
　と　き：第１．２．４の金曜日　午前９時半～正午
　　　　　親子ふれあい体験教室に参加
■親子ふれあい体験教室
　対　象：幼児とその家族（日曜日教室は小学生も可）
　と　き：月１回程度　第３金曜日又は日曜日
■子育てサポーター
　対　象：センターを修了された人
　と　き：月１回程度　木曜日

４月５日（水）～７日（金）　午前９時～正午

洲本市五色すこやか子育てセンター
　1３２－１４３３（児童館内）

申込み・問い合わせ先
　市民交流センター
　洲本市宇原1778－1
　1２４－４４５０（洲本ケーブル有）

え　　と



２１

図書館だより図書館だより
■新着図書

■行事のお知らせ
●いっしょにおはなしかい（０～３歳児対象） 　
　４月５日(水)、４月１５日(土) 午前１１時から
●おはなし会（３～６歳児対象）
　３月２５日(土)、４月８日(土)、４月２２日(土)　
　午後２時から
●もっとおはなし会（小学生対象）
　３月２５日(土)、４月８日(土)、４月２２日(土)　
　午後２時３０分から
●おりがみ教室
　４月１日(土) 午後２時から
●つくってあそぼう！
　４月１６日(日) 午後２時から
※「おりがみ教室」、「つくってあそぼう！」は定
　員４０名。参加申込は前日まで。

●おはなし広場　4月15日（土）　午後１時３０分～
●えるる倶楽部（絵本などの読み聞かせ）
　＜毎週土・日曜日11：00～、14：00～＞
※変更の場合あり

水

５

１２

１９

２６

木 

６

１３

２０

２７

金 

７

１４

２１

２８

土 

１

８

１５

２２

２９

日 

２

９

１６

２３

３０

月 

３

１０

１７

２４

火 

４

１１

１８

２５

日 

５

１２

１９

２６

月 

６

１３

２０

２７

火 

７

１４

２１

２８

水 

１

８

１５

２２

２９

木 

２

９

１６

２３

３０

金 

３

１０

１７

２４

３１

土 

４

１１

１８

２５

洲本図書館休館日 五色図書館休館日両図書館休館日

４月３月

（＊最近受け入れた図書の一部です。）

■図書館カレンダー

http://www.library.city.sumoto.hyogo.jp/ http://goshiki.library.city.sumoto.hyogo.jp/

会館時間：午前１０時から午後６時まで



２２

健康だより健康だより 健康課保健センター（洲本市健康福祉館内　1２２・３３３７）
健康増進課保健指導係（五色健康福祉総合センター内1３３・０５９６）

内　　　容

母子健康手帳交付

妊婦相談（個別）

洲本会場

五色会場

　　　　と　　き
3／20日（月）・3／27（月）

4／ 4（火）　・4／11（火）

4／18（火）　・4／25（火）

4／ 4（火）　・4／18（火） 

と　こ　ろ

健康福祉館２階 

五色健康福祉総合センター

問い合わせ先

122－3337

133－0596

　　　　内　　容
妊娠経過、妊娠中の栄養、

歯科健診、ブラッシング実習、

個別相談

　対  象

妊婦と

その家族

と　き 

3／22（水）

4／26（水）

時　間

13:30～15:30

（受付13:15～）

と　こ　ろ

健康福祉館２階 

問い合わせ先

122－3337

　乳児健康診査

７か月児相談

　１０か月児健康診査

　３歳児健康診査

事　業　名 　　　　対　　象
H17年12月生

生後４か月を迎える月

H17年9月生

（洲本地域）

H17年9月生

（五色地域）

H17年5月生

生後11か月を迎える月

H15年1月生

3歳3か月を迎える月

と　き 

4／20（木）

4／26（水）

4／12（水）

4／ 6（木）

4／13（木）

受付時間

12：45～13：00

 9：30～ 9：45

 9：30～ 9：45

12：45～13：00

12：45～13：00

と　こ　ろ

健康福祉館２階

健康福祉館２階

五色健康道場内

健康福祉館２階

健康福祉館２階

洲本会場

五色会場

生後７か月

を迎える月

すくすく子育て相談

歯科保健相談

希望者にはフッ素塗布を行います。

料金：1,000円

対象：乳幼児から高齢者まで可

成人総合健康相談

こころの相談

筋力アップサークル

事　業　名 と  　き と　こ　ろ 予　約

4／14（金）

※第２金曜日

4／ 7（金）

※第1金曜日

4／26（水）

※偶数月

第4水曜日

4／21（金）

※第3金曜日

4／ 6（木）

4／11（火）

4／ 5（水）

4／12（水）

4／19（水）

4／27（木）

 9：30～11：00

 9：30～11：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：30～

13：30～

 9：30～

健康福祉館２階

五色健康道場内

健康福祉館２階

健康福祉館２階

五色健康道場内

健康福祉館２階

五色トレーニングセンター

122－3337

133－0596

122－3337

122－3337

133－0596

122－3337

133－0596

洲本会場

五色会場



２３

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

　　＜3月＞
（ゆ）広石・堺地区巡回バス運行日

（夢）短冊こいのぼりづくり体験

（夢）シャドーボックス教室

（ゆ）夫婦の日 

（夢）（Ｇ）（茶）休館日

（ゆ）キッズデー

（ゆ）レディースデー

　ウェルネスパーク五色　菜の花祭り

（ゆ）回数券セール

（ゆ）鳥飼地区巡回バス運行日

（夢）初級ビーズ講座（ゆ）メンズデー

（ゆ）キッズデー

（ゆ）レディースデー

　　＜4月＞
（夢）自然素材でボードを飾ろう

（夢）自然素材でボードを飾ろう

（夢）（ゆ）メンズデー

（ゆ）キッズデー

（ゆ）レディースデー

（夢）染色体験（コチニール・玉葱）

（夢）ビーズ教室・シルバークレイ教室

（夢）初級ビーズ講座（ゆ）メンズデー

（夢）ビーズ教室・シャドーボックス教室

（夢）（Ｇ）（茶）（ゆ）休館日

（ゆ）レディースデー 

3/20～4/15

+7773://:::.7$.$7$<$.-3/

　
午
前
と
午
後
２
回
行
わ
れ
る
「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
」
に
よ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
地
元
特
産

の
野
菜
や
果
物
な
ど
を
販
売
す
る

青
空
市
が
あ
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
島
内
・
島
外
か
ら
の
出

展
者
が
参
加
し
、
衣
服
や
雑
貨
類

な
ど
色
々
な
買
物
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
ク
イ
ー
ン
淡
路
の

任
命
式
な
ど
や
ハ
バ
タ
ン
ダ
ン
ス
、

ハ
バ
タ
ン
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　
3
月
26
日
a
10
時
〜

■
場
所
　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五

　
色
　
芝
生
広
場

※
雨
天
時
は
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ド
ー
ム
に

て□
問
い
合
わ
せ
先
　
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
五
色
1
33
　
１
６
０
０

　
菜
の
花
祭
り
回
数
券
セ
ー
ル
と

し
て
3
月
26
日
a

に
限
り
回
数
券

を
ご
購
入
の
人
に
は
、
通
常
11
枚

で
大
人
6
千
円
、
シ
ル
バ
ー
5
千

円
の
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
２
枚
の
利

用
券
を
お
つ
け
す
る
、
お
得
な
サ

ー
ビ
ス
セ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
　
ゆ
〜
ゆ
〜
フ

ァ
イ
ブ
1
33
・
１
６
０
１

　
「
洋
ラ
ン
春
の
デ
ン
ド
ロ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
原
種
か
ら
珍
し

い
品
種
の
展
示
や
、
各
種
販
売
も

い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
栽
培
講
習

会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
習
会

参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
3
月
26
日
a
午
前
10
時
〜
、

　
午
後
2
時
〜
　
2
回
開
催

□
問
い
合
わ
せ
先
　
洋
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
1
33
・
０
２
６
１

－

■浜千鳥
■菜の花ホール

133－1600
133－0354

1３３－１５４０

3/21　短冊こいのぼりづくり体験　●時間→13:30～●料金→1600円（材料
　　　　費込）
3/22・4/12　シャドーボックス教室　●時間→13:30～●料金→800円（材
　　　　料費別）●締切１週間前
3/27～4/2　春休み体験　ビーズ・ミサンガ・タイルカレンダー　●料金
　　　　→1100円～（材料費込）
　　　　プリザーブドフラワーアレンジメント・七宝焼き・シルバークレイ
　　　　●時間→10:00～、13:30～　●料金→1800円～（材料費込）
3/28・4/11　初級ビーズ講座　●時間→10:00～●料金→500円（材料費別）
　　　　●締切３日前
4/1・2　自然素材でボードを飾ろう　●時間→13:30～●料金→1000円（材
　　　　料費込）●締切２日前
4/8　　染色体験（玉葱・コチニール）　●時間→13:30～●料金→1200円（材
　　　　料費別）●締切２日前
4/9　　ビーズ教室　●時間→10:00～●料金→500円（材料費別）
　　　　シルバークレイ教室　●時間→13:30～●料金→500円（材料費別）
　　　　●締切３日前
4/12　ビーズ教室（キャラクター）　●時間→10:00～●料金→500円（材
　　　　料費別）

（浜）浜千鳥　（ゆ）ゆ～ゆ～ファイブ
（夢）夢工房　（G）GOGOドーム
（菜）菜の花ホール　（茶）おふさ茶屋
（洋）洋ランセンター

■夢工房
■ＧＯＧＯドーム

■ゆーゆーファイブ
■洋ランセンター

133－1540 
133－0343

133－1601 
133－0261



　広石八幡神社の裏山は、桜が美しく咲き誇る名所です。夜に
は提灯が灯され、夜桜見物に訪れた人々の目を楽しませてくれ
ます。

　昭和３年、三熊山の山頂に建てられた模擬天守閣。春には満
開の桜が楽しめます。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
洲
本
・
五
色
両
地
域
の
観
光
名
所
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。




